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・バイタルサイン・全身状態は安定しているか

・哺乳状況は良好か

・体重が増加し始めているか

・新生児黄疸は正常範囲内か

・便の性状・臍・皮膚・頭部は日齢に応じているか

・育児を行う環境が整えられているか

・育児技術は安全に行えているか

・養護され愛着形成は促されているか

退院が可能な母子の状態か

経過診断

健康生活診断



①母乳外来

②電話訪問

③2週間健診

④助産師なんでも相談

⑤新生児訪問

⑥産後ケア

⑦保健センターの子育て支援体制や相談窓口

退院後も、いつでも相談で
きる窓口があることを退院
前に伝えておく
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①新生児の体重増加（退院後18～35g/日）

➁授乳方法
③哺乳意欲

④排尿回数

⑤便色と回数

⑥黄染と経皮黄疸計によるビリルビン測定

⑦臍帯脱落の有無と臍窩の止血と乾燥状況

⑧皮膚の状態

⑨退院後の育児の様子を伺う



・児のいる生活への受け止め方

・育児困難感や育児不安

・児への声かけ、児の反応に応える行動

・食事はとれているか

・児のペースに合わせ、休息はとれているか

・過度の不安、緊張、自分を責める言動はないか

・パートナーの協力や理解とその満足度

・相談者や協力者の有無

・エジンバラ産後うつ病問診票（EPDS）

・赤ちゃんへの気持ち問診票



①発育・発達は順調か

②先天異常や疾病が疑われる症状や徴候がなく、
健康状態は良好か

③栄養状態は十分であるか

④適切な養育を得ているか
（保護者の育児感情に気をつける）
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●窒息予防

・やわらかい布団や枕は使わない（マットレスは固めがよい）

・口や鼻をふさぐ危険のあるタオルなどは、児の顔の近くに

置かない。

・授乳後は排気を十分に行う。

・排気が出なかったら横向きに。

●誤飲予防

・近くに物を置かない。

●感染予防

・家族がうがい、手洗いを徹底する。

・必要以上に人ごみに児を連れださない。



１）体重

・当日の値と体重の推移

・1日あたりの増加量：( )g/日

２）身長・頭囲・胸囲（生後1ヵ月）

・身長は 約( )cm増加

・頭囲は 約( )cm増加

・胸囲は 約( )cm増加

＊母子健康手帳の発育曲線へ記入し、成長を確認する。

2週間～1か月健診
計画時の

参考値にしよう！





3）原始反射

モロー反射，緊張性頸反射，吸啜反射，

追いかけ反射，把握反射，など

4）視覚

目が合う⇒( )ができるように。

ゆっくり左右に動かす⇒（ ）（固視があれば

追視ができなくても経過観察。2か月ごろまでに確認できればOK）

5）聴覚

突然の音に、ビクッとしたり、手足を伸ばしたり、泣き出したり

閉眼する。近くの音にはゆっくりと顔を向ける。

ガラガラの音や声掛けに対して機嫌がよくなったり、泣き止む

生後1か月なので、まだ原始反
射が確認できる時期



1）排便

・母子健康手帳のカラーカード①～③番

（胆道閉鎖症…胆道系疾患の早期発見）

2）黄疸

3）原始反射

4）股関節の開排

・先天性股関節脱臼の有無

5）スクリーニング検査の結果の説明
・先天代謝異常検査の結果（医師）





・栄養の種類・哺乳の回数・間隔・飲み方・哺乳量
授乳回数：母乳：8～12回程度

人工：6～8回程度

・退院後からの哺乳量の目安：( )ml/kg/日

＊母乳栄養児は、

哺乳量を量ることは

現実的ではない。

体重増加から

過不足を判断する。

体重１kgあたり
( )kcalの栄養が供
給されるようになると、1日約
30gの体重増加がみられる



ビタミンＫ投与

＊家庭でのビタミンＫ製剤の内服状況を確認する。

予防接種の説明

＊接種開始時期は･･･（ ）

＊( )で予防接種可能なワクチンは

＊ 2024年4月から導入された5種混合ワクチンで予防できる感染症は？



・母親の児への接し方、児に対する感情

・哺乳状況

・身体各部位の清潔保持の状態

・着衣の状態：着衣の枚数・素材が季節に合っている
着衣の清潔
おむつの当て方



ベビーのスキントラブ
ル予防の基本は、清潔
保持と保湿！





体重増加が順調で噴水様の吐乳で
なければ問題ないケースが多い



●
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